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（論文内容の要旨） 
 
 本論文は日本のキリスト教の世紀１（1549-1650）に日本で行われた西洋の絵画制作における教育制度
に関するものである。具体的な検討対象はイエズス会が日本に導入したアートセミナリヨにおける西洋
画の模写や制作に関してである。アートセミナリヨの設立者、規則、指導方法などの内容を考察し、ア
ートセミナリヨで作られた作品の特徴を分析した。その特徴の一つは、日本には16世紀までなかった材
料、すなわち油絵の具の使用である。もう一つの特徴は描かれたイメージの意味であり、当時にはなか
った新たなイメージである。アートセミナリヨで作られた絵画の独自性は哲学的な内容にある。イエズ
ス会が来日した当初は言葉でコミュニケーションを取ることができなかった。しかし西洋思想はアート
セミナリヨで作られたキリスト教の信仰イメージを通して日本にもたらされた。具体的にはヨーロッパ
のスコラ哲学とりわけ、自然に関するアリストテレスやアクィナスの理論がセミナリヨを通して日本に
入ったと考えられる。 
 文化における美術の側面に交流が生まれただけでなく、イメージはより大きな力を発揮し、文化の個
性を超えて、深い部分で人間の心をつなげる力を持っている。このことを論ずるために、イメージやシ
ンボルに関して単に図像学的に理解するだけでなく、イエズス会が日本に持ち込んだビジュアルイメー
ジを意識しながら、文化と人間形成にかかわるイメージの特徴を深く考察することを目的とした。 
 
 論文の構成は以下の通りである。 
 第１章は歴史的な背景を描くためスペインとポルトガル帝国の拡大政策から始める。アジアに興味を
持ったポルトガル帝国と対抗宗教改革の運動が、イエズス会の誕生のきっかけになった。日本にかかわ
るイエズス会の布教運動がこの章の最も重要な検討対象である。さらにこの章ではイエズス会士フラン
シスコ・ザビエルが行ったキリスト教と西洋文化の布教活動についても述べた。 
 第２章は具体的にイエズス会の教育組織に着目した考察である。イエズス会の教育の基礎はイエズス
会の設立者イグナチオ・デ・ロヨラ（Ignacio de Loyola）の考えにある。『イエズス会会憲（Constitutions）』
はロヨラの教育に関する主たる論文であり、本論文においても重要な史料である。『イエズス会会憲』を
紹介した上で、具体的にイエズス会員アレッサンドロ・ヴァリニャーノ（Alessandro Valignano）が作
ったセミナリヨ組織について考察した。 
 第３章は美術の世界にかかわる章である。まず当時のヨーロッパと日本における絵画の特徴について
  
も言及した。両者の材料、技法、制作工程、目的の差異を明らかにした上で、ヨーロッパから導入され
た絵画が日本の絵にどのような影響を与えたかを考察した。そして絵画を通した交流がいかなるもので
あったかを当時の人物の言葉を通じて明らかにした。 
 第４章は前章の続きであり、現存する当時の作品をとりあげ、技術とイメージの意味を考察した。具
体的な作品例によって、二つの世界におけるそれぞれの制作が理解できるようになる。最も重要な点は、
日本の技法に、ヨーロッパの技術が導入されたとき、ヨーロッパの哲学的な内容も同時に入ってきたこ
とである。技法を通じて具体的に、どのような新しい哲学的内容がもたらされたのかを検討する。 
 第５章は西洋と日本のビジュアルイメージが混合された結果生まれた技法について考察した。鎖国で
キリスト教が禁止されてもイメージは生き残り、内容を守るために仏教に近い形へと変わった。イメー
ジが残った理由を探り、その要因となった事象を通して、異文化におけるイメージの力について述べた。
文化を問わず力のあるビジュアルイメージは、異文化間において人間を近づける役割と人間形成にかか
わる役割があることを示すことを目指した。こうした考察を経た上で、絵画制作によって画家の自己形
成が可能となることを明らかにして本論文の結論とした。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 提出論文は、日本においては先行研究も史料もほとんどないアートセミナリヨに関する論文である。
カトリック布教のために教育を重視したイエズス会が、日本においてセミナリヨと呼ばれる教育機関を
設立したことは知られているが、その実態については史料が少なくほとんどわかっていない。特に美術
の教育がどのようになされていたかということは、そこで制作された絵画作品は残っているものの詳し
くはわかっておらず、日本においてこれまでアートセミナリヨ制度について正面から扱った研究はない
と言っていい。筆者はスペインからの留学生であり、スペイン語、日本語のほかに、ラテン語、英語、
ポルトガル語などを理解できる留学生だからこそこの研究が可能になった。その意味で非常に貴重な研
究である。 
 筆者は、対抗宗教改革を起点としたセミナリヨの歴史的背景、イエズス会の設立者であるイグナチオ・
デ・ロヨラがイメージを重視していたこと、また布教においてイメージが言葉の障壁を越えてカトリッ
クの教えを伝える重要な役割を果たしたことなどを論じた上で、アートセミナリヨの分析に入っている。
アートセミナリヨでどのような美術教育が行われたか、そこで制作された絵画がイエズス会の布教活動
にとってどのような機能をもっていたかということを限られた史料から読み解いている。また、具体的
にアートセミナリヨで制作され現存している作品３点について、そこで用いられた技法や材料、イメー
ジの意味を分析している。 
 これらの絵画は、もともと日本にあった技法や材料と西洋から取り入れられた技法、視点、テーマと
を融合させたハイブリッドな絵画であることを見いだしているが、筆者はそうした文化的な相互関係の
みならず文化の違いを越えてイメージが果たす意味にまで考察を深めている。筆者は平面絵画を描く制
作者でもあり、ビジュアルイメージが作家にとっていかに重要かということを明らかにするという問題
意識を持っている。イメージの移入は単に図像を伝えるのではなく、イメージと結びついた文化や思想
を伴っている。それゆえにイメージは歴史の牽引力ともなり、また鎖国によってキリスト教が禁止され
ても状況に応じた変容を遂げつつイメージは残っていく。イメージにはそのような大きな力があること
を見いだすことで、本論文は単なるアートセミナリヨについての研究を越えてイメージの持つ教育的意
味にまで考察を進めている。 
 ユングの集合的無意識論などに依拠しながら、イメージはそれぞれの文化を表象する面と、文化の差
異にかかわらずメタ文化的な面とがあることを明らかにし、そのような意味でのイメージは人間と人間
とをつなげ、人間を成長させるものであること、それゆえそうしたイメージを学び新たなイメージを生
  
み出す制作者は、新たな時代をつくる有意な存在であることを見いだした。 
 史料的制約、言語的な問題を乗り越えて、多領域の文献を広範に探索し、アートセミナリヨの実態と
背景、その意味、及びビジュアルイメージの今日的可能性まで深く追究した点を課程博士論文として高
い水準にあると評価して、審査員全員一致で合格と判定した。 
 
注 
１ この名称は日本とポルトガルにかかわる歴史の専門家C.R. Boxerの研究The Christian Century in 
Japan, 1549-1650, （Berkeley, University of California Press, c1951）による。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 審査の対象となった作品「Ludicas」は、樹脂テンペラ・樹脂油彩絵の具による混合技法で、人物と静
物のモチーフを描いた絵画作品である。縦180cm、横90cmの縦型画面４点で構成されている。そのうちの
３点に同一と思われる少女が黒色の背景の中に光を受けて、それぞれに浮遊するかのように佇んでいる。
１点はバスケットに入った果物等の静物が描かれている。 
 画面を通して、作者の出身国スペイン独特の太陽光によるコントラストの強い、深みのある光と影の
空間を創りだしている。そして、佇む少女たちからは、作者の故郷であるスペインの、子供の自然な存
在感が感じられる。 
 
 審査の過程において、留学生として、自国の歴史感を正面から捉え、制作者としての偽りのない真摯
な制作姿勢から生み出された画面からは、祈りにも似た、何かに導かれるような衝動を感じさせる、精
神性の高い優れた作品として評価できるとされた。 
 また、作者の郷里に比較して、光線の弱い日本の地で、テンペラと樹脂油彩絵具の研究を重ね、図像
学による絵画的手法で作品化しようとする作者の試みは、描く枚数を重ねていく中で徐々にその完成度
を高めてきた事実がうかがわれ、着実な研究の成果が出ているとし、博士課程在籍３年間の実技研究の
成果として評価された。 
 そして、この作品は提出された論文や課程博士在学中の研究の上に成り立った作品であり、作者に今
まで培われた制作の力量を基に、描くことへの研鑽を加え、画家としての可能性も評価し、将来に期待
できるとされた。 
 
 審査結果として、提出された作品は、作者の自国への強い思いのうえに成り立つ独自性と精神性の感
じられる、存在感のある、博士学位作品の質に十分に値する作品となっているとして審査委員全員で高
く評価し合格とした。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 申請者、レドンド・ボネット・ルーカスの提出作品「Ludicas」は、４枚の画面からなる構成で樹脂テ
ンペラ・樹脂油彩絵の具の混合技法による描画法を採り、人物と静物のモチーフを描いた作品である。
ねっとりとしたスタンドリンシードオイルにより描かれた肌合いは、申請者の出身国、スペイン独特の
強烈な太陽光によるハイコントラストの陰影を思わせる光と影の空間構成を形作っている。 
 彼の地に比較して、光線の弱い日本の地で、テンペラと樹脂油彩絵具の研究を重ね、図像学による絵
画的な言語を作品化しようとする筆者の試みは、描く枚数を重ねていく中で徐々にその完成度を高めて
きた事実が伺われ、着実な研究の成果が評価された。 
  
 提出論文においては、提出作品と同期する問題意識である、絵画作品における宗教的教唆による図像
学の研究、といった要素を含んだテーマである「日本で行われたイエズス会のアートセミナリヨ制度に
関する一考察」を研究し、先行研究や史料の殆ど無い中で書き上げた熱意とともに、日本と筆者の生ま
れ故郷であるスペインの文化の比較研究、といった色合いを持った優れた研究になっている。異なる文
化や思想を持つ国家間の中で進んできた布教活動と平行して行われた美術教育の、ある結果として残っ
てきた絵画の中でのビジュアルイメージを、絵画制作者としての経験を持ち、現在進行形で作品制作を
行っている筆者の立場から本論文の独特な研究成果が育まれた点からも、本論は課程博士論文として高
い水準にある点を評価され、なおかつ提出作品は絵画作品としても充分に創作研究の成果が上げられて
いる、と審査員全員一致の結論に至り、総合的に合格と判定した。 
 
